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１．施設紹介 

 

症例登録研究に参加いただいている施設を、こちらで順次紹介します。 

今回は、『山形大学 第一内科』です。 

 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

 山形大学第一内科は、循環器内科、腎臓膠原病内科、呼吸器内科で構成されていま 

す。循環器内科は久保田功科長、渡邊哲病院教授の指導の下、冠動脈疾患・不整脈疾 

患・末梢動脈疾患・心不全など幅広い循環器疾患の診療にあたっております。 

 大学病院として希少な難病の診療を行う重要性を認識し、肺高血圧症を専門に見る 

スタッフこそおりませんが、微力ながら肺高血圧診療に取り組んでおります。適切な 

診断と初期対応を行い、肺移植等考慮される重症例はタイミングを逃さず、肺高血圧 

専門施設へ紹介することを常に念頭に診療に取り組んでおります。かつては、東北大 

学病院等県外の専門施設へ直接紹介となることが多かったのですが、少しずつではあ 

りますが、肺高血圧症の患者様を当院へご紹介いただけるようになりました。最近で 

は、山形県の難病登録されている肺高血圧患者の約４割が当科で通院加療を受けるよ 

うになりました。まだまだ、地域での認知度は高いとはいえず、信頼してご紹介頂け 

るよう診療水準の向上に励みたいと考えております。肺高血圧症の研究会を定期的に 

開催し、研究会や講演会に積極的に参加し、疾患の啓蒙と知識と経験の蓄積に努めて 

参りたいと考えております。当科は、腎臓膠原病内科と呼吸器内科が同じ医局であ 

り、連携して肺高血圧症の診療に当たる環境に恵まれております。相談症例も少しず 

つ増えてきており、医局内でも肺高血圧症の認識が少しずつ高まってきていると考え 

ています。皆様どうぞよろしくお願い申し上げます。 

 

（山形大学医学部附属病院 第一内科：宮本卓也） 

 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

 



２．症例登録研究の登録状況について 

 

2014/6/1 現在の登録状況をお知らせします。 

 

【総登録数】836 例（15 施設） 

 

登録施設： 

 1.東北大学病院 循環器内科 409 例 

 2.三重大学医学部附属病院 循環器内科 155 例 

 3.福岡大学病院 循環器内科 126 例 

 4.佐賀大学医学部 循環器・腎臓内科 30 例 

  5.浜松医科大学医学部附属病院 臨床薬理内科 25 例 

 5.筑波大学附属病院 循環器内科 25 例 

 7.山形大学医学部附属病院 循環器内科 19 例 

 8.兵庫医科大学 循環器内科 13 例 

 9.神戸大学医学部附属病院 循環器内科 11 例 

 10.富山大学大学院 医学薬学研究部 内科学第二 7 例 

  11.京都府立医科大学 循環器・腎臓内科 6 例 

 12.東邦大学医療センター大森病院 小児科 5 例 

 13.名古屋大学医学部附属病院 循環器内科 3 例 

 14.岡山大学病院 循環器内科 1 例 

 14.医療法人竜仁会 牛尾病院 循環器科 1 例 

 

 

３．症例登録研究 前向きプロトコル追加のお知らせ 

 

現状のプロトコルは後ろ向きとなっておりましたため、研究内容を考慮しまして前向 

きの内容を追加した新しいプロトコルを作成いたしました。 

東北大学病院の倫理委員会にて、現在、仮承認を受けております。 

正式に開始できる状態になりましたら、ご連絡させていただきます。 

既にご参加いただいております施設におかれましては、倫理委員会に再度申請してい 

ただく形になるかと存じます。 

ご面倒おかけいたしますが、何卒よろしくお願いいたします。 

 

 

 



４．症例登録研究の参加について 

 

症例登録研究へのご参加を、是非ご検討ください。 

ご参加いただける場合は、学会事務局までご連絡ください。 

新しいプロトコルの準備が整い次第、資料を送らせていただきます。 

倫理委員会承認後に、web システムの ID/パスワードを発行させていただきます。 

また、テスト ID もご用意しておりますので、システムをご覧になりたい場合も学会事 

務局までご連絡ください。 

 

※このメールは日本肺循環学会に e-mail アドレスを 

登録されている会員に配信しております。 

 


